
日本遊戯療法学会第 31 回大会
メイソテ ー マ： 「子どもの心の危機」

2026年 9月5日（土） ～6日（日）

会場：鳴門教育大学（対面形式）
大会長：村松健司（放送大学）

v 実行委員長：塩谷隼平（東洋学園大学） ・準備委員長：川西智也（鳴門教育大学）

： 
基調講演

「困った子は困ってる子～奈良少年刑務所絵本と詩の教室～」

と

講師：寮美千子（作家・詩人）

司会：樋□亜瑞佐（大阪公立大学） 藻バ ¢
 

公開ジンポジウム

「子どもの心の危機に遊戯療法はいかに貢献できるか」

話題提供者1佐藤葉子（仙台テラピ ・ ド ・ ジュ研究会） 「被災地における遊戯療法 一被災親子と歩んだ 15年ー」
話題提供者2樋口純 一 郎（神戸市こども家庭セソタ ー ） 「児童福祉領域における遊戯療法の実際」
話題提供者3小倉正義（鳴門教育大学） 「学校での心理支援における 「遊び」」

司会 大塚斉（埼玉県立大学）

教育講演（ワ ー クジョ ップ）
安島智子（この

は
な児童学研究所）

内海新祐（旭児童ホーム）
葛西真記子（鳴門教育大学）
金丸隆太（茨城大学）
川部哲也（大阪公立大学）
國吉知子 (Sophia next心理教育研究所／神戸女学院大学名誉教授） ＼ 

関口佳那（こどものうち八栄寮／アートセラピスト）
山中康裕（京都ヘルメス研究所／京都大学名誉教授）

学会ジソポジウム
「論文（症例研究）を書くことの意義」

司会・指定討論者
波多江洋介（白百合女子大学）
話題提供者
桜井亮平（川崎市北部児童相談所）
高嶋雄介（天理大学）

指定討論者
千原雅代（天理大学）
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